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（１）マイナンバーカードの保険証利用について

マイナンバー法等の一部改正法が施行され、これまでの健康保険証の新規発行は令和６年１２月２日より終了し、マイナ
保険証を基本とする仕組みへと移行した。以降は、マイナ保険証を持っていない人には、『資格確認書』を申請によらず交付
し、マイナ保険証を持っている人には、『資格情報のお知らせ』を発行することとなる。

１．健康保険証の廃止

２．マイナ保険証への移行について

令和６年 令和７年

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10…

現行の保険証

R6年12月2日
保険証発行終了

R7年8月1日
完全移行

新規加入者等に交付

マイナ保険証を
お持ちでない方

マイナ保険証

資格確認書

新規加入者等に、保険証ではなく資格確認書を交付

有効期限(通常令和7年7月31日)まで使用可能

対象者に一斉交付

資格情報のお知らせ

対象者に一斉交付

・資格確認書…マイナ保険証がない方へ、申請不要で交付（有効期限1年で毎年8月更新）。提示することで今までと同様に受診が可能。

・資格情報のお知らせ…マイナ保険証がある方へ、自身の被保険者資格等を簡易に把握できるよう紙（A4サイズ）でお知らせするもの。

専用電話で問い合わせ対応
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３．マイナンバーカードの健康保険証利用登録の状況

健康保険証利用の登録人数

（参考）マイナンバーカードの交付状況

全国 80,657,028 人 （総人口に対する割合 64.58％ 令和6年12月31日時点）
岡山市国保 70,819 人 （岡山市国保被保険者数に対する割合 62.78％ 令和6年12月31日時点）

全国 105,562,941 枚 （交付率 84.53％ 令和6年12月31日時点）
岡山市 581,967 枚 （交付率 83.65％ 令和6年12月31日時点）

４．マイナ保険証の利用率（令和6年11月）

全国 23.21 ％
岡山市国保 27.05 ％

①健康保険証利用登録の解除開始 ・・・令和６年１２月２日から受付開始。原則翌月末に登録解除、資格確認書を交付。

②要配慮者への配慮 ・・・障害者、要介護者等の要配慮者は、マイナ保険証をお持ちであっても、申請により資格確認書を

交付 （更新の申請は不要）。

③スマホへマイナ保険証機能搭載 ・・・令和７年春頃予定。スマホに電子証明書を搭載することで健康保険証として利用可能。

５．円滑な移行に向けた対応
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 令和５年の国保法改正を踏まえ、令和５年10月に「保険料水準統一加速化プラン」を策定、令和
6年6月に改定を行い、統一の目標年度等を示した。

 統一の定義としては、以下の2つ。
「完全統一」・・・同じ所得水準、同じ世帯構成であれば同じ保険料とする
「納付金ベースの統一」 ・・・各市町村の納付金に各市町村の医療費水準を反映させない

（２） 保険料水準統一に係る取組状況について

１．国の方針等

保険料水準統一加速化プランの概要

・運営方針の中間見直し年の前年（Ｒ８年）の意思決定を目指し、取組を加速化
・保険者努⼒⽀援制度や特別調整交付⾦でインセンティブ強化（Ｒ６年度〜）
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２．岡山県の状況

岡山県国保運営方針における保険料水準統一に係る方針

第３期（令和６年度～令和１１年度）方針の概要（令和5年度作成）

将来的には県内で同じ所得水準・世帯構成であれば同じ保険料とすることを目指す。WG等で統一に係る諸課題の
整理や解決に向けた検討を行い、その中で市町村間で合意できた事業等については、順次、共通の取扱いとする。

統一に向けた目標年度の設定ができなかったため、令和６年度保
険者努力支援交付金（都道府県分）の得点は０点。

国の「加速化プラン」策定等を踏まえ、納付金ベースでの統一の
目標年度等についての合意を目指し、県と県内市町村で事務レベ
ルのワーキンググループを新たに立ち上げる。

※1 αは、納付金算定で年齢調整後の医療費水準を反映させる
調整係数。α=1は全て反映させ、α=0は全く反映させない。

※2 目標年度は、定量的な目標である必要がある。

参考② 令和７年度保険者努力支援交付金指標
（1点につき約260万円）

県が示した統一に向けた具体案をもとに事務レベルWGで検討。
（主な内容）
①納付金ベースでの統一の目標年度を令和１１年度とし、令和８

年度から段階的に統一を進める
②統一までの間、影響緩和措置を設ける

県の市長会及び町村会で説明を行い、今年度中に統一の目標年度
等について全市町村の合意を目指している状況。

参考① 納付金ベースの統一の目標年度が未定の
都道府県は、岡山県を含む１０府県のみ

令和5年度

令和６年度
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